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   夏休みは楽しい思い出ができましたか？依然厳しい暑さが続く中、２学期が始まりました。

引き続き熱中症対策をしっかりしてくださいね。

   新型コロナウイルス感染症は減少傾向ですが、咳が続く風邪は

依然流行しています。RSウイルスやヒトメタニューモウイルスは、

乳児期のお子様が感染すると悪化してしまう場合もあります。

息が苦しくて眠れない、水分がとれないなどの場合は、自動受付

の番号に関わらず、早めに受診してください。

　地震や豪雨、台風など自然災害が多発していますね。

９月１日は防災の日。おうちでも日々の備えとして、

防災用品、避難場所、連絡方法などを、話し合ったり再確認してみてくださいね。

      

   

                                                                                         

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

   

  

 

  

  

  

  

   

  

  

 

　

  

 

  

  

 

  

　

   

 

　

　   当院では、複数の待合室や診察室など各部屋1台以上、院内に20台性能の異なる空気清浄機を

   組み合わせて設置し、職員は全員マスク着用を義務付け、プレイコーナーのおもちゃや絵本は 消毒

   できるものに限定し、院内の消毒や換気を通常よりも頻回に行うなど、感染予防対策を実施しています。

   ☆感染予防のため、しばらく午後3時30分～4時の一般診療の時間を感染症症状のない方の

   受診時間とさせていただきます。この時間帯の受診ご希望の方は、自動受付システムではなく、

   受付窓口へお電話でお申し込みください。

　☆ご来院の際は、受付前に中性次亜塩素酸水やアルコールでの手指消毒をお願いします。

　また、なるべくマスク着用でのご来院をお願いします。

　(特に発熱や呼吸器症状で受診を希望される方は着用をお願いします。難しい場合は受付にて

   ご相談ください。)

   ☆ご来院時の検温にご協力をお願いします。

   感染予防のため、お車での待機をお願いする場合もございます。ご協力よろしくお願いいたします。

   ☆再診の方を対象に、電話・テレビ電話診療を行っております。ご希望の方は、受付窓口へ

   ご予約お申込みください。(詳しくは当院HP、院内のご案内をご覧ください)

    くす先生のメッセージ

 

                                                                                           
　　　　　　　 　　　　　　　　   

 

    

 

 

    

 

 

   
 

    

    

 

 

    

 

 

   

 

 

 

 

 

 

                                     
　 　　　　　　   

　
　
　
　
   

新型コロナウイルス感染症は令和5年5月8日より

感染症分類が5類に変更されましたが、

発熱患者様は、院内に入らず、駐車場で

待機の上、玄関のスタッフにお声かけいただくか、

受付へお電話をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の患者様で

発熱しない方が増えています。身近に陽性者が

いる方、集団生活で流行がみられる方、咳が

ひどく咽頭痛倦怠感の強い方は、発熱の場合と

同じように、駐車場から受付へ

ご連絡をお願いします。

当院では、院内感染防止のため、お電話で問診を

伺った上で抗原検査を受けていただき

新型コロナ陽性の方には、駐車場での診察を

行います。

ご理解ご協力をよろしくお願いいたします。

 ●発熱・感染症で受診のみなさまへ 

                        

                                                                   
　　　　　　　 　　　　　　　　   

  

・ウイルス性胃腸炎や細菌性の胃腸炎が
  見られます。

   ・胃腸炎症状を伴う、熱の長引くかぜ（アデノウイルス

     または類似の感染症）が流行しています。

　   強い結膜炎症状を伴う場合は、咽頭結膜熱

　 （プール熱）といわれます。   

    

　  

  

   

　

　

   

　

　

　

    

　

　

 

・咳が長引いたり気管支炎・肺炎を引き起こす

　かぜが引き続き流行しています。

　マイコプラズマ感染症、RSウイルスやヒトメタ

　ニューモウイルスが多く見られます。

　　
・溶連菌感染症が流行しています。

感染症ニュース

・新型コロナウイルス感染症が流行しています。

・手足口病やヘルパンギーナをはじめ、口内炎や

　発疹（一部じんましん）を伴う夏かぜ感染症が

　かなり流行しています。

　　

咳が長引いたり気管支炎・肺炎を引き起こすかぜ＝
マイコプラズマ感染症や特にRSウイルス感染症が流行し
ています。ＲＳウイルス感染症は、毎年必ず流行しますが、
乳児では重症化する場合があるので、注意が必要です。

ウイルス性胃腸炎が流行し始めました。


